
寒
かん

山
ざん

寺
じ

霊
れい

巌
がん

山
ざん

寺
じ

　明代の空海像金
きん

山
ざん

寺
じ

蘇州市にある臨済宗の寺院。境内には修
行大師（空海）堂が建てられている。唐代
の詩人・張

ちょう

継
けい

が詠んだ漢詩「楓
ふう

橋
きょう

夜
や

泊
はく

」の
石碑も有名（★）。

1950年頃に霊巌山寺に寄贈された空海像
（２体のうちの１体）。その後の調査で明
代の作と推測されている（★）。

鎮江北西部の金山（標高50メートル前
後）に建つ寺。317 ～ 420年の創建と
伝わる。写真は巨大な仏塔（金山塔）から
見た広大な境内（★）。

崩
し
て
修
行
大
師
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

蘇
州
市
郊
外
の
小
高
い
丘
の
上
に
は
、
霊れ

い

巌が
ん

山ざ
ん

寺じ

が
あ
る
。
こ
の
寺
に
は
、
１
９
８
４
年
に

私
た
ち
が
訪
れ
る
前
か
ら
、
空
海
大
師
像
が

２
体
安
置
さ
れ
て
い
た
。
像
高
は
30
セ
ン
チ

ほ
ど
で
、
像
の
裏
側
に
は
「
空
海
像
」
と
彫

ら
れ
て
い
る
。
住
職
の
話
で
は
、
１
９
５
０

年
頃
に
密
宗
の
信
徒
が
寺
に
預
け
た
も
の
だ
と

い
う
。
こ
の
方
は
す
で
に
他
界
さ
れ
て
像
の
由

来
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
代
の
頃
の
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

明み
ん

代だ
い

の
空
海
像
が
出
迎
え
る

　

杭
州
か
ら
開
封
ま
で
は
、
運
河
を
利
用
し

て
の
移
動
と
な
る
。
こ
の
運
河
は
隋ず

い

の
煬よ

う

帝だ
い

が
開
き
、
唐
代
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
杭
州
は
そ
の
最
南
端
に
あ
た
る
。
唐
代

の
運
河
は
「
古
運
河
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
新
し
い
運
河
と
共

に
、
現
在
も
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
生
き
て

い
る
。

　

空
海
一
行
は
大
運
河
を
使
用
し
て
蘇
州
へ

向
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
何
よ
り
長
安
を
目

指
し
て
急
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
杭
州
市

街
と
空
海
の
関
係
に
つ
い
て
の
痕
跡
は
、
明

確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

蘇
州
へ
着
く
と
、
古
運
河
は
古
刹
・
寒か

ん

山ざ
ん

寺じ

の
門
前
を
通
る
。
空
海
が
こ
こ
に
立
ち
寄
っ

た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
訪
ね
た
と
考
え
て

よ
い
。
８
０
４
年
の
往
路
は
無
理
で
も
、
８
０

６
年
の
復
路
で
は
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
た

だ
ろ
う
。
最
近
、
寒
山
寺
は
回か

い

廊ろ
う

の
一
部
を

空
海
ロ
ー
ド
の
２
区
域
め
は

水
路
で
進
む「
運
河
コ
ー
ス
」。

運
河
沿
い
に
は
空
海
伝
説
が
生
き
て
い
た
。

大
動
脈
の
運
河
を
通
り
開
封
へ

杭こ
う

州し
ゅ
う・蘇そ

州し
ゅ
う

寒山寺　木彫釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

像天
てん

寧
ねい

禅
ぜん

寺
じ

大
だい

明
みょう

寺
じ

寒山寺には、中国最大の木彫像・釈迦如
来像がある。2005年には総重量108トン
の巨大鐘が設けられ、新たな目玉として
人気を集める（★）。

唐代の655年創建の古刹。「空海上人留
学所」の看板が残されていたことで、日中
戦争の戦火を免れたと伝わる。巨大な宝
塔は2007年に建立されたもの（★）。

鑑
がん

真
じん

が住職だったことで知られる寺。境
内には70メートルの栖霊塔が建ち、日
本から贈られた鑑真像も安置されている
（★）。

杭
こう

州
しゅう

・蘇
そ

州
しゅう

無
む

錫
しゃく

・常
じょう

州
しゅう

鎮
ちん

江
こう

・揚
よう

州
しゅう

開
かい

封
ふう

船から見た寒
かん

山
ざん

寺
じ

運河を行く船から見た寒山寺。最近つくられた、とてつもない大きな
「楓

ふう

橋
きょう

夜
や

泊
はく

」（唐代の詩人・張
ちょう

継
けい

作の漢詩）の石碑と「鐘
しょう

楼
ろう

堂
どう

」が
見える。
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0 200km

運河コース

楊よ
う

州し
ゅ
う

　
京け

い

杭こ
う

大
運
河

北
京
か
ら
杭
州
ま
で
、黄こ

う

河が

と
揚よ

う

子す

江こ
う

を
横
断
す
る
大
運
河
で
、総
延
長

は
２
５
０
０
キ
ロ
。隋ず

い

の
煬よ

う

帝だ
い

に
よ
っ
て
開
か
れ
、唐
代
に
整
備
さ
れ
た
。空

海
が
通
っ
た
で
あ
ろ
う
唐
代
の
運
河
は
、現
在
古
運
河
と
呼
ば
れ
る
。

石碑
鐘楼堂

※本記事は『高野山大学選書 第５巻 現代に生きる空海』（小学館スクウェア）の「現代中国に甦る空海」著／静慈圓をもとに
構成しています。 ※（★）印がついている写真は、静慈圓氏が団長を務めた「空海ロード巡礼」にて撮影されたものです。写
真は巡礼地の一部を紹介したもので、これがすべてではありません。



さ
れ
て
保
養
地
計
画
を
、
数
カ
所
手
が
け
て

い
る
。
何
思
源
先
生
は
日
本
に
も
こ
ら
れ
、

日
本
の
各
地
を
巡
察
さ
れ
た
。
高
野
山
に
も

こ
ら
れ
た
。
学
者
で
も
あ
り
、
空
海
の
研
究

者
で
も
あ
る
。
白
龍
潭
で
何
思
源
先
生
に
迎

え
ら
れ
た
。
入
り
口
前
に
、
広
い
駐
車
場
が

あ
り
、
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
入
り
口
に
近
づ
く

と
、
自
然
石
が
置
か
れ
、「
龍
潭
春
櫻
」
と

大
書
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
字
、
私
が
書

い
た
書
で
あ
る
。

　

何
思
源
先
生
は
、
楽
団
を
引
率
さ
れ
、
自

ら
も
少
数
民
族
の
服
装
で
「
葫フ

ー

蘆ル
ー

絲ス

」
と
い

う
笛
を
吹
か
れ
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ

た
。
こ
の
地
方
の
文
化
人
も
集
ま
り
、
書
・

画
を
即
興
で
書
き
、
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　

私
に
は
、
課
題
が
与
え
ら
れ
た
。
詩
の
な

か
に
白
龍
潭
の
文
字
が
あ
る
杜と

甫ほ

が
読
ん
だ

詩
の
一
節
「
聞
到
天
堂
龍
門
山
県
岸
飛
瀑
白

龍
潭
」
を
書
く
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

杭
州
は
秦
・
漢
時
代
か
ら
銭せ

ん

塘と
う

県
と
し

て
、
こ
の
地
方
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
隋
代

　

関
西
空
港
か
ら
杭こ

う

州し
ゅ
う

空
港
へ
飛
ん
だ
。
空

港
に
中
国
人
の
空
海
信
者
が
待
っ
て
い
た
。

台
湾
か
ら
１
名
、
香
港
か
ら
２
名
、
広
州
か

ら
３
名
、
河か

南な
ん

か
ら
２
名
、
上
海
か
ら
２
名
、

広こ
う

西せ
い

か
ら
１
名
の
11
名
で
あ
る
。
私
た
ち
21

名
と
合
わ
せ
て
日
中
混
合
の

32
名
で
の
巡
礼
と
な
っ
た
。

　

杭
州
市
か
ら
バ
ス
で
１
時

間
、「
白
龍
潭
」
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
。
白
龍
潭
と
は

何
か
、
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
こ
こ
20
年
来
の
中

国
で
は
、
自
転
車
が
自
家
用

車
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
た
め

に
中
国
全
土
に
高
速
道
路
が

静
慈
圓 

運
河
コ
ー
ス

２０１2年
４月1日～7日

お
り
、
空
海
が
門
前
の
船
着
場
で
下
船
し
て
、

石
段
（
唐
代
の
も
の
）
を
の
ぼ
り
、
天
寧
禅

寺
へ
入
っ
て
い
っ
た
と
推
測
す
る
の
は
、
ご

く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
船

着
場
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

１
９
８
４
年
に
訪
問
し
た
際
、
住
職
が

語
っ
た
話
に
よ
れ
ば
、
以
前
、
天
寧
禅
寺
の

四
天
王
殿
の
前
に
は
「
空
海
上
人
留
学
所
」

で
き
た
。
各
都
市
に
お
い
て
は
、
交
通
渋

滞
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
自
家
用
車
を
持
つ
と
、
当
然
行
動
範

囲
が
広
く
な
る
。
休
み
の
日
に
は
家
族
で
ド

ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
車
社
会
の

要
求
に
応
え
る
場
所
が
必
要
と
な
っ
た
。
白

龍
潭
は
上
海
、
杭
州
な
ど
の
人
が
楽
し
め
る

保
養
地
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

広
さ
は
、
ち
ょ
う
ど
高
野
山
ほ
ど
、
深し

ん

山ざ
ん

幽ゆ
う

谷こ
く

の
土
地
で
、
中
心
を
川
（
渓
流
）
が
流

れ
て
い
る
。
遊
歩
道
が
あ
り
、
古
式
建
築
の

ホ
テ
ル
、
コ
ッ
テ
ー
ジ
も
つ
く
ら
れ
て
い
る

有
楽
地
で
あ
る
。
渓
流
の
両
側
に
は
、
桜
が

３
０
０
０
本
植
え
ら
れ
た
。
中
国
の
都
市
構

造
計
画
に
、
こ
の
よ
う
な
保
養
地
計
画
が
い

た
る
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　

白
龍
潭
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
何
思
源
と

い
う
方
。
何
思
源
先
生
は
、
政
府
か
ら
委
託

空
海
ゆ
か
り
の
古
刹
が
並
ぶ

　

古
運
河
は
、
蘇
州
か
ら
無
錫
の
市
街
を
通

り
、
常
州
へ
と
続
く
。

　

常
州
市
街
に
は
、
天て

ん

寧ね
い

禅ぜ
ん

寺じ

と
い
う
寺
が

あ
る
。
古
運
河
は
こ
の
寺
の
門
前
を
通
っ
て

と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
の

際
に
日
本
軍
が
や
っ
て
き
た
が
、
そ
の
看
板

を
見
て
こ
の
寺
を
守
っ
た
と
い
う
。
空
海
は

長
安
か
ら
の
帰
り
に
も
、
こ
の
寺
に
立
ち

寄
っ
た
と
も
語
っ
た
。

　

天
寧
禅
寺
は
現
在
で
も
江
南
第
一
の
禅
林

と
呼
ば
れ
る
。
現
在
は
巨
大
な
仏
塔
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。

　

大
運
河
は
鎮
江
へ
と
続
く
。
鎮
江
に
は

金き
ん

山ざ
ん

寺じ

と
定

じ
ょ
う

慧け
い

寺じ

と
い
う
古
刹
が
あ
る
。

特
に
金
山
寺
に
は
空
海
と
関
係
す
る
詩
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
空
海
上
人
を
偲

ん
で
書
か
れ
た
七し

ち

言ご
ん

絶ぜ
っ

句く

の
詩
三
首
で
あ

る
。
詩
の
右
に
は
「
空
海
上
人
修
行
古
刹
」

ま
た
は
「
弘
法
大
師
修
行
古
刹
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
空
海
伝
説
が
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

揚
州
に
入
る
と
、
鑑が

ん

真じ
ん

を
通
し
て
日
本
に

も
な
じ
み
の
深
い
大だ

い

明み
ょ
う

寺じ

が
あ
る
。
境
内
に

は
修
行
大
師
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

敷
地
内
に
は
僧
侶
教
育
を
行
う
鑑
真
学
院
が

あ
り
、
学
院
で
の
授
業
の
な
か
に
は
英
語
で

行
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
寮
も
完
備
さ
れ
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
態
勢
も
万
全
に
整
っ
て

い
る
。

紀
行
レ
ポ
ー
ト

コース

「龍潭春櫻」と書いた自然石の前で、
何思源先生（右）と。

白は
く

龍り
ゅ
う

潭た
ん

で
空
海
研
究
家

何か

思し

源げ
ん

先
生
に
迎
え
ら
れ
る

運河

無む

錫し
ゃ
く・常じ
ょ
う

州し
ゅ
う・鎮ち
ん

江こ
う・揚よ
う

州し
ゅ
う

世
界
遺
産
「
大
運
河
」
の

景
勝
を
愛
で
る
旅

大だ
い

明み
ょ
う

寺じ

の
修
行
大
師
像

空
海
ロ
ー
ド
、運
河
コ
ー
ス
の
揚
州
に
あ
る
大
明
寺
に
安
置
さ
れ
た
修
行
大
師（
空
海
）像
。空
海
が
唐
に
い
た
31
～
33
歳
の
頃
の

若
々
し
く
、力
強
い
姿
が
表
さ
れ
、多
く
の
信
徒
が
祈
り
を
捧
げ
に
や
っ
て
く
る（
★
）。



広
い
と
の
実
感
で
あ
る
。
船
の
速
度
は
遅
い
。

　

空
海
は
運
河
で
、
蘇
州
、
無む

錫し
ゃ
く、
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う、

鎮ち
ん

江こ
う

、
揚
州
と
急
い
だ
。

■ 

霊れ
い

巌が
ん

山ざ
ん

寺じ

（
蘇
州
）

　

霊
巌
山
上
に
あ
る
古
刹
で
あ
る
。
私
は
１

９
８
４
年
、「
弘
法
大
師
御ご

入に
ゅ
う

定じ
ょ
う

一
一
五
〇
年

御ご

遠お
ん

忌き

」
と
し
て
「
空
海
長
安
へ
の
道
」
と

題
し
、こ
の
寺
を
初
め
て
訪
問
し
た
。明
学
法

師
が
住
職
で
あ
っ
た
。
以
後
、
度
々
こ
の
寺

を
訪
問
し
た
。
明
学
法
師
は
90
歳
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
寺
の
奥
ま
っ
た
一
角
に
あ
る

接
待
所
で
ニ
コ
ニ
コ
お
待
ち
く
だ
さ
っ
た
。

最
近
は
人
に
お
会
い
に
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
の
に
、
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
寺
の
経
蔵
の
２

階
に
、
空
海
像
が
２
体

あ
る
。
こ
れ
も
１
９
８

４
年
に
明
学
住
持
が
教

え
て
く
れ
た
。
ま
た
初

め
て
訪
れ
た
と
き
の
写

場
と
な
り
、
ま
る
で
敗
戦
都
市
の
よ
う
な
あ

り
様
で
あ
っ
た
。し
た
が
っ
て
運
河
は
汚
れ
、

砂
利
な
ど
の
荷
物
を
満
配
し
た
船
が
、
数
珠

つ
な
ぎ
で
航
行
し
て
い
た
。

　

今
回
は
、
ま
っ
た
く
様
相
を
異
に
し
て
い

た
。
砂
利
を
積
ん
だ
船
は
、
行
き
来
し
て
は

い
る
が
、
運
河
の
水
も
き
れ
い
で
あ
る
。
そ

れ
に
運
河
の
左
右
の
土
手
は
、
柳
が
芽
を
吹

き
、
美
し
い
景
観
を
な
し
て
い
る
。
周
辺
の

建
物
も
、
古
代
の
町
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
て

い
る
。す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
、観
光
コ
ー

ス
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
水
上
バ
ス
の
船

が
運
行
さ
れ
、
地
域
の
人
の
足
と
な
っ
て
い

る
。
観
光
船
も
浮
か
ん
で
い
る
。
運
河
は
、

現
代
的
に
甦
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

３
時
間
ほ
ど
の
船
旅
を
終
え
て
下
船
し

た
。
私
は
か
つ
て
15
年
ほ
ど
前
に
、
チ
ャ
ー

タ
ー
船
で
１
日
中
運
河
を
航
行
し
た
こ
と
が

あ
る
。
川
幅
は
次
第
に
狭
ま
り
、
左
右
に
菜

の
花
畑
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
た
。
ま
た

１
日
中
バ
ス
で
走
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
だ

た
だ
走
っ
た
。
変
化
は
な
か
っ
た
。
ど
こ
ま

で
も
広
い
中
国
を
見
た
だ
け
で
あ
っ
た
。「
蘇

州
・
蘇
州
と
人
馬
は
進
む
。
…
…
」
と
い
う

歌
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
、
中
国
は

以
来
杭
州
と
な
り
、
余よ

杭こ
う

郡
と
い
っ
た
。
唐

代
か
ら
「
天
に
天て

ん

堂ど
う

あ
り
、地
に
蘇そ

杭こ
う

あ
り
」

（
訳
：
天
に
は
極
楽
が
あ
り
、
地
に
は
蘇
州
・

杭
州
が
あ
る
）
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが
生
じ
、
蘇
州
と

並
ぶ
中
国
屈
指
の
景け

い

勝し
ょ
う

地ち

と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
明
・
清
時
代
を
通
し
て
浙
江
省
の
首

都
で
あ
る
。

　

杭
州
は
、
隋
の
煬よ

う

帝だ
い

（
５
６
９
～
６
１
８
）

が
開
い
た
大
運
河
の
最
南
端
で
も
あ
る
。
煬

帝
は
、
盛
ん
に
土
木
事
業
を
起
こ
し
た
。
男

女
１
０
０
万
人
を
動
員
し
て
、
黄
河
と
淮わ

い

水す
い

と
を
結
ぶ
「
通つ

う

済さ
い

渠き
ょ
う」
を
開
い
た
。
江
南
地

方
は
、
春
秋
の
と
き
、
呉ご

が
「
邘か

ん

溝こ
う

水す
い

」（
現

在
の
江
南
の
運
河
）
を
築
い
て
い
た
。
煬
帝

は
こ
れ
を
改
修
し
て
、
淮
水
と
揚よ

う

子す

江こ
う

を
結

ん
だ
。
６
０
８
年
に
は
、
黄
河
か
ら
北
に
北

京
方
面
の
涿た

く

郡
に
い
た
る
「
永え

い

済さ
い

渠き
ょ
う」
を
つ

く
り
、
６
１
０
年
に
は
、
揚
子
江
か
ら
杭
州

に
い
た
る
「
江こ

う

南な
ん

河が

」
を
つ
く
っ
た
。
こ
こ

に
大
運
河
が
完
成
し
た
。

　

今
回
の
旅
は
、
ま
さ
に
江
南
の
春
の
旅
で

あ
る
。
我
々
は
、
杭
州
市
の
北
方
の
埠ふ

頭と
う

か

ら
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
乗
っ
た
。
３
年
前
の
運

河
コ
ー
ス
の
と
き
は
、
運
河
コ
ー
ス
周
辺
の

町
は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
、
機
材
置
き

真
が
記
録
と
し
て
経
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。

■ 

寒か
ん

山ざ
ん

寺じ

（
蘇
州
）

 「
鐘か

ね

が
鳴
る
鳴
る
寒
山
寺
」で
あ
る
。空
海
は
、

門
前
を
通
る
古
運
河
で
下
船
、
寒
山
寺
を
訪

問
し
た
で
あ
ろ
う
。
秋
爽
住
職
と
は
、
十
数

年
の
お
つ
き
合
い
で
あ
る
。
秋
爽
住

職
に
迎
え
ら
れ
、
接
待
を
う
け
る
。

寒
山
寺
に
は
、
修
行
大
師
像
が
あ

り
、
ま
ず
お
大
師
様
に
ご
挨
拶
を

す
る
。
寺
内
を
秋
爽
住
職
が
案
内

く
だ
さ
る
。
寒
山
寺
は
、
寺
の
敷

地
を
拡
げ
、
２
０
０
７
年
か
ら
新

し
く
２
つ
の
建
物
を
つ
く
っ
た
。

　

１
つ
は
、
世
界
最
大
の
石
碑
で
あ

る
。
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
大
碑
の
高
さ
は
16
・
９
メ
ー

ト
ル
、
厚
さ
は
１
・
５
メ
ー
ト
ル
。

唐
代
詩
人
張ち

ょ
う

繼け
い

の
七
言
絶
句
「
楓
橋

夜
泊
」「
月
落
烏
啼
霜
満
天 

江
風
漁
火
対
愁
眠 

姑
蘇
城

外
寒
山
寺 

夜
半
鐘
声
到
客

船
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
世
界
最

大
の
鐘
で
、
こ
ち
ら
も

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
。
大
鐘
の
重
さ
は

１
０
８
ト
ン
、
高
さ
８
・５
メ
ー
ト
ル
、
鐘
の

底
の
直
径
は
５
・
２
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
鐘
が

中
心
に
あ
り
、
お
堂
は
鐘
の
囲
い
で
あ
る
。

　

世
界
一
を
つ
く
る
と
は
こ
の
こ
と
か
。
た

だ
た
だ
呆
れ
る
の
み
で
あ
る
。
３
年
前
は
、

こ
の
２
つ
が
広
い
境
内
に
完
成
し
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
が
、
境
内
全
域
が
見
事
な
庭
園
と

な
っ
て
い
た
。す
ご
い
経
済
が
動
い
て
い
る
。

■ 

天て
ん

寧ね
い

禅ぜ
ん

寺じ

（
常
州
）

　

こ
の
寺
は
、
６
４
９
年
に
創
建
。
寺
名
は
、

い
ろ
い
ろ
に
変
わ
っ
た
が
至し

元げ
ん

年
間
（
１
３

３
５
～
１
３
４
０
）
に
天
寧
寺
と
な
り
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

開
山
の
法ほ

う

融ゆ
う

法
師
は
「
牛ご

頭ず

の
禅
師
」
と

し
て
名
を
馳
せ
、
多
く
の
寺
を
建
立
し
た
。

法
融
法
師
の
名
前
に
ひ
か
れ
て
、
日
本
の
空

海
大
師
が
留

り
ゅ
う

錫し
ゃ
くし
た
と
の
寺
伝
が
あ
る
。
私

は
１
９
８
４
年
に
初
め
て
訪
問
し
た
が
、
そ

の
と
き
こ
の
寺
が
、
空
海
に
よ
っ
て
救
わ
れ

た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の

よ
う
に
、
四
天
王
殿
の
門
前
の
壁
に
「
弘
法

大
師
留
学
所
」
と
書
い
た
看
板
が
解
放
前
ま

で
は
か
け
ら
れ
て
い
た
。
日
中
戦
争
時
に
、

こ
の
地
方
に
き
た
日
本
軍
は
、
こ
の
看
板
を

見
て
こ
の
寺
を
守
っ
た
と
住
職
は
話
し
た
。

　

私
が
初
め
て
訪
問
し
て
か
ら
28
年
が
経
過

し
た
今
日
、
こ
の
寺
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

境
内
に
八
角
形
の
巨
大
な
13
層
の
塔（
46
ペ
ー

ジ
掲
載
）
が
で
き
た
。
高
さ
は
１
５
３
・
７
９

メ
ー
ト
ル
。
世
界
最
大
の
仏
塔
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
も
は
や
塔
で
は
な
い
。
大
き
な
ビ

ル
が
そ
の
ま
ま
塔
の
形
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
３
台
あ
り
塔
に
登
る

と
、
常
州
市
が
一
望
で
き
る
。
こ
の
塔
は
寺

の
経
営
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
60
元
払
っ

た
。
こ
の
寺
の
一
角
に
井
戸
が
あ
る
。
空
海

が
使
用
し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。

■ 

金き
ん

山ざ
ん

寺じ

・
定

じ
ょ
う

慧け
い

寺じ

（
鎮
江
）

　

私
は
１
９
８
４
年
に
金
山
寺
を
初
め
て
訪

問
し
た
。
私
た
ち
一
行
の
た
め
に
、
当
時
の

住
職
が
金
山
寺
の
宝
物
蔵
か
ら
、
空
海
に
ま

霊巌山寺に鎮座する２体の空海像。

寒山寺の世界最大を誇る石碑（写真左）と鐘（写真中）、
寺の前での集合写真（写真右）。

空
海
ゆ
か
り
の

運
河
コ
ー
ス
の
寺
々

コース運河

天寧禅寺のご住職と。

天寧禅寺の一角にある、空海
が使用したと伝わる井戸。



で
あ
る
。
国
際
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
構
想
で
あ

る
。
広
い
敷
地
に
「
鑑
真
図
書
館
」、
寮
な
ど

も
完
備
さ
れ
、
国
際
的
に
講
師
を
招
き
、
仏

教
教
育
を
始
め
て
い
る
。
英
語
で
教
育
を
し

て
い
た
。
日
本
語
や
諸
外
国
語
の
授
業
も
あ

る
そ
う
だ
。「
鑑
真
学
院
」
前
の
道
路
に
は
、
３

０
０
メ
ー
ト
ル
の
美
し
い
桜
街
道
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
巡
礼
の
帰
り
、
上
海
「
静せ

い

安あ
ん

寺じ

」

に
寄
っ
た
。
こ
の
寺
の
前
住
職
、
持じ

松し
ょ
う

法
師

（
１
８
９
４
～
１
９
７
２
）
は
、
二
度
高
野

山
を
尋
ね
、
天て

ん

徳と
く

院い
ん

の
金か

な

山や
ま

穆ぼ
く

韶し
ょ
う

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

か

ら
密
教
を
授
か
っ
た
中
国
で
た
だ
一
人
の
阿

闍
梨
で
あ
っ
た
。
現
在
の
住
職
は
慧え

明み
ょ
う

法
師

で
、
復ふ

く

旦た
ん

大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
。
私
と

は
十
数
年
の
つ
き
合
い
で
あ
る
。

　

こ
の
度
は
、
住
職
か
ら
団
員
に
精
進
料
理

の
招
待
を
受
け
た
。
そ
の
う
え
私
に
は
、
慧

明
法
師
の
知
友
復
旦
大
学
教
授
韓か

ん

昇し
ょ
う

夫
妻
も

同
席
し
て
、
古
希
の
お
祝
い
の
ケ
ー
キ
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
陶
器
の
急
須
を
贈

ら
れ
た
が
、
そ
の
表
面
に
は
空
海
の
線
描
き

の
御
影
と
、
私
が
書
い
た
悉し

っ

曇た
ん

文
字
が
刻
ま

れ
て
い
た
。
最
高
の
贈
り
物
を
い
た
だ
い
た

の
で
あ
る
。
感
謝
こ
の
う
え
な
い
。

　

中
国
全
土
で
、
仏
教
伽
藍
は
美
し
く
甦
っ

つ
わ
る
七
言
絶
句
を
３
種
見
つ
け
出
し
て
い

た
。
い
ず
れ
も
「
鎮
江
金
山
寺
善
性
書
」
で

「
空
海
上
人
修
行
古
刹
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
辺
り
に
は
「
空
海
の
修
行
古
刹
」
と
し

て
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

定
慧
寺
は
、
長
江
の
な
か
に
孤
立
す
る
中

洲
に
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
。
１
９
８
４

年
の
と
き
は
、
茗

み
ょ
う

山ざ
ん

法
師
が
お
ら
れ
た
。
こ

の
地
方
の
名
士
で
政
界
、
仏
教
界
に
名
を
馳

せ
て
い
た
。「
空
海
長
安
へ
の
道
」
の
私
た

ち
の
行
動
を
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
た
。
現
在

茗
山
法
師
は
他
界
さ
れ
た
が
寺
内
に
「
茗
山

紀
念
堂
」
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
初
回

訪
問
の
私
た
ち
の
写
真
も
納
ま
っ
て
い
る
。

■ 

大だ
い

明み
ょ
う

寺
（
揚
州
）

　

鑑が
ん

真じ
ん

和
上
（
６
８
８
～
７
６
５
）
が
住
職

さ
れ
た
寺
と
し
て
、
日
本
に
は
な
じ
み
深
い

寺
で
あ
る
。
大
明
寺
に
は
、
唐と

う

招し
ょ
う

提だ
い

寺じ

を
模

し
た
「
鑑
真
紀
念
堂
」
が
建
立
さ
れ
、
唐
招

提
寺
か
ら
贈
ら
れ
た
、
鑑
真
の
里

帰
り
像
が
あ
る
。
ま
た
「
修
行
大

師
像
」
も
建
っ
て
い
る
。「
大
明

寺
書
画
院
」
が
あ
り
、
盛
ん
に
文

化
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、「
鑑
真
学
院
」

た
。
そ
の
な
か
で
も
、
こ
こ
静
安
寺
は
中
国

随
一
の
伽
藍
。
す
べ
て
の
材
木
は
、
南
方
の

国
か
ら
取
り
寄
せ
た
香
木
で
あ
る
。
大
雄
宝

殿
の
本
尊
は
、
15
ト
ン
の
白
銀
で
完
成
さ
れ

た
。
慧
明
法
師
は
い
う
。

 

「
中
国
全
土
で
仏
教
の
伽
藍
の
復
元
は
、
ほ

ぼ
完
成
を
見
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
僧
侶

の
教
育
で
す
。
密
教
も
ま
ず
は
学
問
か
ら
始

め
、
次
は
修
行
（
事
相
）
で
す
。
阿
闍
梨
を

育
て
る
の
で
す
。
静
安
寺
に
は
、
密
教
の
道

場
を
つ
く
り
ま
す
」

　

慧
明
法
師
の
言
葉
の
如
く
、
中
国
で
は
３

年
前
か
ら
急
に
、
密
教
の
国
際
学
会
が
始

ま
っ
た
。
大
学
と
寺
院
が
手
を
組
ん
で
国
際

学
会
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
３
回

行
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
密
教
学
者
、
僧
侶

共
に
、
中
国
へ
の
関
心
は
薄
い
。
私
は
日

本
の
密
教
に
と
っ
て

は
、
手
厳
し
い
時
代

と
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
旅
で

は
民
族
の
歴
史
と
は

何
か
を
考
え
る
た
め

に
南
京
も
訪
問
し
た
。

静安寺、大雄宝殿に鎮座するご本尊。

コース運河
定慧寺の山門（写真右）と、
境内奥に聳える塔（写真左）。


